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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジグザグばねと、
　前記ジグザグばねの一端部が係止される第１係止部と、前記ジグザグばねが装着される
第１ばね収納部と、両側部に形成された第１スライドガイド部とを有する第１スライド部
材と、
　前記ジグザグばねの他端部が係止される第２係止部と、前記ジグザグばねが装着される
第２ばね収納部と、両側部に形成された第２スライドガイド部とを有する第２スライド部
材を有し、
　前記第１及び第２スライド部を係合することにより、前記第１及び第２スライド部材が
相互にスライドする構成とし、
　前記第１及び第２スライド部を係合した状態で、前記ジグザグばねが対向配置された前
記第１及び第２ばね収納部が形成する空間内で保持される構成としたことを特徴とするば
ねユニット。
【請求項２】
　前記第１スライド部材及び前記第２スライド部材を樹脂により形成したことを特徴とす
る請求項１記載のばねユニット。
【請求項３】
　前記ジグザグばねを前記第１及び第２ばね収納部が形成する空間内に複数収納すると共
に、前記第１及び第２ばね収納部の前記複数のジグザグばねの間に、前記第１スライド部
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材と前記第２スライド部材の離間距離を一定に保つ保持機構を設けたことを特徴とする請
求項１又は２記載のばねユニット。
【請求項４】
　ベースプレートと、
　該ベースプレートにスライド可能に取り付けられたスライドプレートと、
　前記ベースプレートと前記スライドプレートとの間に配設され、前記スライドプレート
を前記ベースプレートに対してスライド方向に付勢する請求項１乃至３のいずれか一項に
記載のばねユニットとを有することを特徴とするスライド機構。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はばねユニット及びスライド機構に係り、特にジグザグばねを用いたばねユニッ
ト及びスライド機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電子機器の一種として、操作キー等が配設された固定筐体に対して液晶表示装
置等が配設された移動筐体をスライド可能な構成とした携帯電話機やゲーム装置が提供さ
れている。この種の電子機器には、固定筐体に対する移動筐体のスライド動作を可能とす
るためにスライド機構が内設されている。この種のスライド機構としては、例えば特許文
献１に開示された機構が知られている。
【０００３】
　この電子機器に適用されるスライド機構は、内部にばねユニットが組み込まれており、
開蓋時においては操作者が固定筐体に対して移動筐体を所定位置まで移動させまでは、移
動筐体はばねユニットにより閉め方向に移動付勢し、また所定位置以上に移動させた後は
移動筐体はばねユニットにより開方向に付勢される構成とされている。これにより、電子
機器の操作性の向上を図ることができる。
【０００４】
　また、ばねユニットには各種構造のばねが用いられるが、その一つとしてジグザグばね
を適用したばねユニットが知られている（特許文献２）。ジグザグばねを用いた場合、バ
ネユニットの薄型化を図ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２１０６４９号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１４９８９２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ジグザグばねは上記のように薄型化を図れる一方で、所望する伸縮方向とは異なる方向
に座屈変形が生じやすい。従来のばねユニットでは、特許文献２に記載されるように、ジ
グザグばねを保持する筐体の両側部に折曲部を形成し、ジグザグばねの両側部分をこの折
曲部に支持させることにより座屈の発生を抑制していた。
【０００７】
　しかしながらこの方法では、ジグザグばねが伸縮する際、その両側が折曲部内で摺動す
ることとなり、これがジグザグばねの円滑な動作を妨げる原因になるという問題点があっ
た。また、従来のばねユニットは、ジグザグばねの両側のみを筐体に支持させる構成であ
ったため、スライド機構が頻繁にスライド操作された際、ジグザグばねが折曲部から離脱
するおそれがあり、信頼性の面で問題点があった。
【０００８】
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　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、ジグザグばねの座屈変形を確実に防止
すると共に円滑な収縮動作を可能としたばねユニット及びスライド機構を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題は、第１の観点からは、
　ジグザグばねと、
　前記ジグザグばねの一端部が係止される第１係止部と、前記ジグザグばねが装着される
第１ばね収納部と、両側部に形成された第１スライドガイド部とを有する第１スライド部
材と、
　前記ジグザグばねの他端部が係止される第２係止部と、前記ジグザグばねが装着される
第２ばね収納部と、両側部に形成された第２スライドガイド部とを有する第２スライド部
材を有し、
　前記第１及び第２スライド部を係合することにより、前記第１及び第２スライド部材が
相互にスライドする構成とし、
　前記第１及び第２スライド部を係合した状態で、前記ジグザグばねが対向配置された前
記第１及び第２ばね収納部が形成する空間内で保持される構成としたことを特徴とするば
ねユニットにより解決することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　開示のばねユニットによれば、ジグザグばねは対向配置された第１及び第２ばね収納部
が形成する空間内で保持され、かつ、スライド時にジグザグばねは第１及び第２ばね収納
部の内壁により保持されるため、ジグザグばねの座屈変形を確実に防止すると共にジグザ
グばねの円滑な収縮動作を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態であるばねユニットの分解斜視図である。
【図２】図２は本発明の第１実施形態であるばねユニットの正面を示す図であり、（Ａ）
は伸長した状態を示す斜視図、（Ｂ）は収縮した状態を示す斜視図である。
【図３】図３は本発明の第１実施形態であるばねユニットの背面を示す図であり、（Ａ）
は伸長した状態を示す斜視図、（Ｂ）は収縮した状態を示す斜視図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態であるスライド機構の分解斜視図である。
【図５】図５は、本発明の一実施形態であるスライド機構を示す図であり、（Ａ）は正面
図、（Ｂ）は右側面図、（Ｃ）は背面図、（Ｄ）は底面図である。
【図６】図６は本発明の一実施形態であるスライド機構の動作を説明するための図であり
、（Ａ）は閉状態を示す正面図、（Ｂ）は中間状態を示す正面図、（Ｃ）は開状態を示す
正面図である。
【図７】図７（Ａ）は本発明の一実施形態であるスライド機構が組み込まれた電子装置の
閉状態を示す斜視図であり、図７（Ｂ）は閉状態におけるスライド機構を示す正面図であ
る。
【図８】図８（Ａ）は本発明の一実施形態であるスライド機構が組み込まれた電子装置の
閉状態を示す斜視図であり、図７（Ｂ）は閉状態におけるスライド機構を示す正面図であ
る。
【図９】図９は、本発明の第２実施形態であるばねユニットの分解斜視図である。
【図１０】図１０は本発明の第２実施形態であるばねユニットの正面を示す図であり、（
Ａ）は伸長した状態を示す斜視図、（Ｂ）は収縮した状態を示す斜視図である。
【図１１】図１１は本発明の第２実施形態であるばねユニットの背面を示す図であり、（
Ａ）は伸長した状態を示す斜視図、（Ｂ）は収縮した状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】



(4) JP 4781473 B1 2011.9.28

10

20

30

40

50

　次に、本発明の実施の形態について図面と共に説明する。
【００１３】
　図１～図３は、本発明の第１実施形態であるばねユニット１０Ａを説明するための図で
ある。図１はばねユニット１０Ａの分解斜視図、図２はばねユニット１０Ａを正面から見
た斜視図、図３はばねユニット１０Ａを背面から見た斜視図である。
【００１４】
　ばねユニット１０Ａは、第１のスライド部材２０Ａ、第２のスライド部材３０Ａ、及び
ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂ等を有した構成とされている。本実施形態に係るばねユニッ
ト１０Ａは、内部に二つのジグザグばね４０Ａ，４０Ｂを設けた構成とされている。この
ばねユニット１０Ａは、例えば図７及び図８に示す携帯電話機やゲーム装置等の電子機器
９０に搭載されるスライド機構７０（図４～図７参照）に、アクチュエータとして適用さ
れるものである。
【００１５】
　先ず、第１のスライド部材２０Ａについて説明する。第１のスライド部材２０Ａは樹脂
成型品であり、略平板形状を有している。この第１のスライド部材２０Ａは、本体部２４
に第１の取り付け部２１、第１のばね係止部２２、第１のスライドガイド部２５、第１の
保持部２６、及び第１のばね収納部２８Ａ，２８Ｂ等を設けた構成とされている。
【００１６】
　第１の取り付け部２１は、本体部２４の図中矢印Ａ２方向の端部に形成されている。こ
の外部接続部２１は本体部２４を貫通する孔であり、ばねユニット１０Ａを後述するスラ
イド機構７０に装着する際、接続用の固定ピン７３が挿通される（図４参照）。
【００１７】
　第１のばね係止部２２は、内部に収納されるジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの図中矢印Ａ
２方向側の各端部４０ａ（以下、取り付け端部４０ａという）を係止することにより、各
取り付け端部４０ａを第１のスライド部材２０Ａに固定するものである。この第１のばね
係止部２２は、本体部２４の図中矢印Ａ２方向の端部近傍に設けられている。
【００１８】
　第１のスライドガイド部２５は、本体部２４の両側部にばねユニット１０Ａの伸縮方向
（図中、矢印Ａ１，Ａ２方向）に延在するよう形成されている。この第１のスライドガイ
ド部２５は、後述する第２のスライド部材３０Ａに形成された第２のスライドガイド部３
５とスライド可能に係合するよう構成されている。また、第１のスライドガイド部２５は
、図１に示されるように略Ｚ字形状に折り曲げ形成されたレール形状とされている。
【００１９】
　第１のばね収納部２８Ａ，２８Ｂは、本体部２４の背面２０ｂに形成されている（図３
参照）。第１のばね収納部２８Ａは後述する第２のばね収納部３６Ａと協働してジグザグ
ばね４０Ａを内部に収納し、第１のばね収納部２８Ｂは後述する第２のばね収納部３６Ｂ
と協働してジグザグばね４０Ｂを内部に収納する。この第１のばね収納部２８Ａ，２８Ｂ
の内面（ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂと対峙する面）は平滑面とされており、ジグザグば
ね４０Ａ，４０Ｂとが接触しても、その摩擦が小さくなるよう構成されている。
【００２０】
　第１の保持部２６は、本体部２４の一対の第１のばね収納部２８Ａ，２８Ｂの間に設け
られている。この第１の保持部２６は、背面２０ｂから突出するよう形成されており、後
述する第２のスライド部材３０Ａの第２の保持部３３に対して移動可能に係合する構成と
されている。
【００２１】
　次に、第２のスライド部材３０Ａについて説明する。第２のスライド部材３０Ａは樹脂
成型品であり、略平板形状を有している。この第２のスライド部材３０Ａは、本体部３４
に第２の取り付け部３１、第２のばね係止部３２、第２のスライドガイド部３５、第２の
保持部３３、及び第２のばね収納部３６Ａ，３６Ｂ等を設けた構成とされている。
【００２２】
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　第２の取り付け部３１は、本体部３４の図中矢印Ａ１方向の端部に形成されている。こ
の第２の取り付け部３１は本体部３４を貫通する孔であり、ばねユニット１０Ａを後述す
るスライド機構７０に装着される際、接続用の固定ピン７５が挿通される（図４参照）。
【００２３】
　第２のばね係止部３２は、内部に収納されるジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの図中矢印Ａ
１方向側の各端部４０ｂ（以下、取り付け端部４０ｂという）を係止することにより、各
取り付け端部４０ｂを第２のスライド部材３０Ａに固定するものである。この第２のばね
係止部３２は、本体部３４の図中矢印Ａ１方向の端部近傍に設けられている。
【００２４】
　第２のスライドガイド部３５は、本体部３４の両側部にばねユニット１０Ａの伸縮方向
（図中、矢印Ａ１，Ａ２方向）に延在するよう形成されている。この第２のスライドガイ
ド部３５は、前記した第１のスライド部材２０Ａに形成された第１のスライドガイド部２
５とスライド可能に係合するよう構成されている。
【００２５】
　また、第２のスライドガイド部３５は、図１に示されるように略Ｕ字形状に折り曲げ形
成されたレール形状とされている。このＵ字形状に折り曲げられた部分に略Ｚ字形状に形
成された第１のスライドガイド部２５が係合し、これにより第１のスライド部材２０Ａと
第２のスライド部材３０Ａは、図中矢印Ａ１，Ａ２方向にスライド可能な構成となる。
【００２６】
　第２のばね収納部３６Ａ，３６Ｂは、本体部３４の背面３０ｂに形成されている。第２
のばね収納部３６Ａは前記の第１のばね収納部２８Ａと協働してジグザグばね４０Ａを内
部に収納し、第２のばね収納部３６Ｂは前記の第１のばね収納部２８Ｂと協働してジグザ
グばね４０Ｂを内部に収納する。この第２のばね収納部３６Ａ，３６Ｂの内面（ジグザグ
ばね４０Ａ，４０Ｂと対峙する面）も前記した第１のばね収納部２８Ａ，２８Ｂと同様に
平滑面とされており、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂとの摩擦が小さくなるよう構成されて
いる。
【００２７】
　第２の保持部３３は、本体部３４の一対の第２のばね収納部３６Ａ，３６Ｂの間に伸縮
方向（Ａ１，Ａ２方向）に延在するよう設けられている。この第２の保持部３３は、レー
ル形状とされており、前記第１の保持部２６がスライド可能に係合する構成とされている
。
【００２８】
　この第１及び第２の保持部２６，３３の配設位置は、第１及び第２のスライド部材２０
Ａ，３０Ａの略中央位置に設定されている。また、第１の保持部２６と第２の保持部３３
が係合することにより、第１のスライド部材２０Ａ及び第２のスライド部材３０Ａは厚さ
方向への変形（図１に矢印Ｚ１，Ｚ２方向に対する変形）が規制される。即ち、第１の保
持部２６と第２の保持部３３は、第１のスライド部材２０Ａ（本体部２４）と第２のスラ
イド部材３０Ａ（本体部３４）の離間距離を一体に保つ保持機構として機能する。
【００２９】
　尚、第２の保持部３３の図中矢印Ａ２方向端部には、ロック部３３ａが形成されており
、第１のスライド部材２０Ａが第２のスライド部材３０Ａに対して相対的にＡ２方向にス
ライドする際、第１の保持部２６がロック部３３ａと当接することにより、それ以上のス
ライドが規制される構成とされている。
【００３０】
　ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは、ばね線材をミアンダ形状に折り曲げ形成したものであ
る。このようにばね線材をミアンダ形状に折り曲げ形成した構成のジグザグばね４０Ａ，
４０Ｂは、厚さ寸法（図１に矢印Ｚ１，Ｚ２方向に対する寸法）を小さくできるため、ば
ねユニット１０Ａの薄型化を図ることができる。
【００３１】
　ばねユニット１０Ａを組み立てるには、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの取り付け端部４
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０ａを第１のスライド部材２０Ａの第１のばね係止部２２に係止すると共に、取り付け端
部４０ｂを第２のスライド部材３０Ａの第２のばね係止部３２に係止する。その上で、第
１のスライドガイド部２５を第２のスライドガイド部３５内に係合させると共に第１の保
持部２６を本体部３４に係合させる。
【００３２】
　これにより、第１のばね収納部２８Ａと第２のばね収納部３６Ａ、及び第１のばね収納
部２８Ｂと第２のばね収納部３６Ｂは対向した状態となる。そして、第１及び第２のばね
収納部２８Ａ，３６Ａが形成する空間内にジグザグばね４０Ａが保持され、第１及び第２
のばね収納部２８Ｂ，３６Ｂが形成する空間内にジグザグばね４０Ｂが保持された構成と
なる。
【００３３】
　また、第１のスライドガイド部２５と第２のスライドガイド部３５が係合することによ
り、第１のスライド部材２０Ａと第２のスライド部材３０Ａは、相互に伸縮方向（Ａ１，
Ａ２方向）に相対的にスライド可能な構成となる。また、組み立て時において第１の保持
部２６は本体部３４に対して矢印Ａ１方向に挿入され、これにより第２の保持部３３と係
合する。この際、第１の保持部２６はロック部３３ａを通過するが、一旦ロック部３３ａ
を越えてＡ１方向に進行した後は、第１のスライド部材２０Ａを第２のスライド部材３０
Ａに対してＡ２方向に移動させても、第１の保持部２６はロック部３３ａと係合し抜け出
ないよう構成されている。
【００３４】
　次に、上記構成とされたばねユニット１０Ａの動作について説明する。
【００３５】
　図２及び図３は、ばねユニット１０Ａの動作を説明するための図である。図２はばねユ
ニット１０Ａの正面を示し、図３はばねユニット１０Ａの背面を示している。また、各図
において（Ａ）は伸長した状態（以下、伸長状態という）のばねユニット１０Ａを示し、
（Ｂ）は収縮した状態（以下、収縮状態という）のばねユニット１０Ａを示している。
【００３６】
　図２（Ａ）及び図３（Ａ）に示すように、伸長状態ではジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの
弾性力により第１のスライド部材２０Ａは第２のスライド部材３０Ａに対してＡ２方向に
スライドしており、また相対的に第２のスライド部材３０Ａは第１のスライド部材２０Ａ
に対してＡ１方向にスライドした状態となっている。
【００３７】
　また伸長状態では、第１の保持部２６と第２の保持部３３のロック部３３ａは係合した
状態となっている。よって、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂが各スライド部材２０Ａ，３０
Ａを離間する方向に弾性力を付勢しても、第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０Ａが
外れてしまうようなことはない。
【００３８】
　更に、伸長状態ではジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの一部が外部に露出した状態となる。
具体的には、図２（Ａ）に示す正面視した状態では、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの矢印
Ａ１方向の所定部分が第１のスライド部材２０Ａから露出した状態となる。また、図３（
Ａ）に示す背面視した状態では、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの矢印Ａ２方向の所定部分
が第２のスライド部材３０Ａから露出した状態となる。
【００３９】
　このように、伸長状態ではジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの一部が各スライド部材２０Ａ
，３０Ａから露出した状態となるが、この露出した部分は完全に露出するのではなく、第
１のスライド部材２０Ａ或いは第２のスライド部材３０Ａのいずれか一方により保持され
る構成となっている。
【００４０】
　即ち、図２（Ａ）に示す例では、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの表面は第１のスライド
部材２０Ａからは露出するが、その背面は第２のスライド部材３０Ａに保持される。同様
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に、図３（Ａ）に示す例では、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの背面は第２のスライド部材
３０Ａからは露出するが、その表面は第１のスライド部材２０Ａに保持される。更に、ジ
グザグばね４０Ａ，４０Ｂの中央の所定範囲は第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０
Ａの双方に保持される。
【００４１】
　このように、本実施形態に係るばねユニット１０Ａは、対向配置された第１及び第２の
ばね収納部２８Ａ，３６Ａ及び第１及び第２のばね収納部２８Ｂ，３６Ｂ内にジグザグば
ね４０Ａ，４０Ｂが収納されているため、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂの露出面積が広く
なる伸長状態においても、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは広い面積において第１及び第２
のスライド部材２０Ａにより保持される。よって、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂに座屈が
発生することを確実に防止することができる。
【００４２】
　伸長状態より、第１のスライド部材２０Ａが第２のスライド部材３０Ａに対してＡ１方
向にスライドし、相対的に第２のスライド部材３０Ａが第１のスライド部材２０Ａに対し
てＡ２方向にスライドすると、ばねユニット１０Ａは図２（Ｂ）及び図３（Ｂ）に示す収
縮状態となる。
【００４３】
　ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは、収縮されることにより座屈が発生しやすい状態となる
。しかしながら、本実施形態に係るばねユニット１０Ａは、収縮状態でジグザグばね４０
Ａ，４０Ｂは第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０Ａに完全に覆われた状態、換言す
るとジグザグばね４０Ａ，４０Ｂが各ばね収納部２８Ａ，２８Ｂ，３６Ａ，３６Ｂ内に完
全に収納された状態となる。このため、ジグザグばね４０Ａ，４０Ｂに座屈が発生しよう
としても、第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０Ａに当接することにより座屈の発生
を確実に防止することができる。
【００４４】
　また、本実施形態に係るばねユニット１０Ａは、第１のスライド部材２０Ａと第２のス
ライド部材３０Ａは第１及び第２のスライドガイド部２５，３５が係合することによりス
ライドするため、各ばね収納部２８Ａ，２８Ｂ，３６Ａ，３６Ｂにより形成されるジグザ
グばね４０Ａ，４０Ｂが収納される空間の断面積は一定に維持される。更に、ジグザグば
ね４０Ａ，４０Ｂの両端部は第１及び第２のばね係止部２２，３２に係止された構成であ
る。
【００４５】
　このため、座屈が発生しない通常の伸縮動作時においては、ジグザグばね４０Ａ，４０
Ｂは各ばね収納部２８Ａ，２８Ｂ，３６Ａ，３６Ｂの内壁から離間した状態で伸縮動作す
る。よって、従来のようにジグザグばねと、ジクザグばねを収納する筐体とが摺接するこ
とを防止でき、摺接による摩擦ロスのない円滑な伸縮動作を可能としたばねユニット１０
Ａを実現できる。
【００４６】
　また本実施形態に係るばねユニット１０Ａは、保持機構を構成する第１及び第２の保持
部２６，３３が係合することにより、第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０Ａの離間
距離は一定に保たれる構成となっている。よって、ジグザグばね４０Ａ，４０に座屈が発
生しても、第１及び第２のスライド部材２０Ａ，３０Ａの変形は抑制される。これにより
、ジグザグばね４０Ａ，４０に座屈が発生しても、その影響がばねユニット１０Ａに及ぶ
ことを防止することができる。
【００４７】
　次に、図４～図８を用いて、ばねユニット１０Ａを組み込んだスライド機構７０につい
て説明する。
【００４８】
　図４は、ばねユニット１０Ａを組み込んだスライド機構７０の分解斜視図である。また
、図５は組み立て状態のスライド機構７０を示しており、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は右側
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面図、（Ｃ）は背面図、（Ｄ）は底面図である。また、図６はスライド機構７０の動作を
説明するための正面図であり、（Ａ）は閉状態、（Ｂ）は中間状態、（Ｃ）は開状態をそ
れぞれ示す。図７は閉状態を示しており、（Ａ）はスライド機構７０が組み込まれた電子
機器９０を、（Ｂ）はスライド機構７０を示している。図８は開状態を示しており、（Ａ
）は電子機器９０を、（Ｂ）はスライド機構７０をそれぞれ示している。尚、各図に示す
例では、スライド機構７０に１個のばねユニット１０Ａを組み込んだ構成例を示している
が、複数のスライド機構７０を設ける構成とすることも可能である。
【００４９】
　スライド機構７０は、ベースプレート７１、スライドプレート７２、及びばねユニット
１０Ａ等により構成されている。このスライド機構７０は、図７（Ａ），図８（Ａ）に示
すようなスライドタイプの電子機器９０（例えば、携帯電話機等）に搭載されるものであ
る。
【００５０】
　ベースプレート７１は、携帯電話の各種キー等が配設された固定筐体９１に固定される
ものである。スライドプレート７２は、液晶表示装置等が配設される移動筐体９２に固定
されるものである。
【００５１】
　ベースプレート７１は、その両側にガイドレール７７が形成されている。このガイドレ
ール７７は、図中矢印Ｘ１，Ｘ２方向に延在するよう形成されている。一方、スライドプ
レート７２の両側に位置する側辺部７９には、ガイド部材７８が取り付けられている。
【００５２】
　このガイド部材７８は滑性の高い樹脂材料により形成されておりなり、その内側にガイ
ドレール７７と係合するガイド溝がＸ１，Ｘ２方向に延在するよう形成されている。そし
て、ガイドレール７７がガイド部材７８に係合することにより、スライドプレート７２は
ベースプレート７１に対してＸ１，Ｘ２方向にスライド可能な構成となる。
【００５３】
　ばねユニット１０Ａは、第１の取り付け部２１がスライドプレート７２の軸支部７４に
固定ピン７３により回動可能に取り付けられ、また第２の取り付け部３１がベースプレー
ト７１の軸支部７６に固定ピン７５により回動可能に取り付けられる。これにより、ばね
ユニット１０Ａの弾性力は、ベースプレート７１とスライドプレート７２との間に作用す
る。
【００５４】
　尚、ベースプレート７１に形成された取り付け用孔８０はベースプレート７１を固定筐
体９１に固定するねじが装着される孔であり、またスライドプレート７２に形成された取
り付け用孔８１はスライドプレート７２を移動筐体９２に固定するねじが装着される孔で
ある。
【００５５】
　図５は、組み立てられた状態のスライド機構７０を示している。同図は、スライドプレ
ート７２がＸ２方向に移動した状態を示している。このとき、図５（Ａ）に示す正面視の
状態でばねユニット１０Ａは固定ピン７５を中心に時計方向に回転した状態となっている
。ばねユニット１０Ａに内設されたジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは圧縮ばねであるため、
伸長する方向に弾性力を付勢する。よって、ばねユニット１０Ａの発生する弾性力により
、スライドプレート７２は矢印Ｘ２方向に移動付勢されている。
【００５６】
　しかしながら、スライドプレート７２はベースプレート７１に設けられた図示しないス
トッパーに当接することにより、図示される位置から更にＸ２方向への移動が規制されて
いる。尚、ベースプレート７１の図中矢印Ｘ２方向側の端部中央位置には、開口部８２が
形成されている。この開口部８２は、スライド機構７０を電子機器９０に実装した際、フ
レキシブル基板を挿通するための開口である。
【００５７】
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　次に、図６～図８を用いて、スライド機構７０の動作を説明する。
【００５８】
　尚、以下の説明では、スライド機構７０が閉状態から開状態までの動作について説明す
るものとし、開状態から閉状態までの動作は以下説明する閉状態から開状態への動作の反
対動作となるため、その説明は省略するものとする。
【００５９】
　図６（Ａ）及び図７は、閉状態であるスライド機構７０を示している。閉状態では、ス
ライドプレート７２はベースプレート７１に対してＸ１方向にスライドしている。この閉
状態では、前記のようにばねユニット１０Ａは固定ピン７５を中心として時計方向に回転
した状態となっており、ばねユニット１０Ａに内設されたジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは
伸長した状態となっている。また閉状態では、図７（Ａ）に示すように固定筐体９１と移
動筐体９２は重なった状態となっている。
【００６０】
　上記の閉状態より、操作者がスライドプレート７２を矢印Ｘ１方向に向け移動操作する
と、スライドプレート７２とばねユニット１０Ａを接続する固定ピン７３はＸ１方向に移
動を開始する。これに伴い、ばねユニット１０Ａはベースプレート７１に固定された固定
ピン７５を中心として反時計方向に回転する。これにより、第１のスライド部材２０Ａは
第２のスライド部材３０Ａに対して矢印Ａ１方向にスライドし、これに伴いジグザグばね
４０Ａ，４０Ｂは収縮される。
【００６１】
　この収縮によりジグザグばね４０Ａ，４０Ｂは弾性力を蓄成し、第１及び第２のスライ
ド部材２０Ａ，３０Ａを互いに伸長する方向にスライド付勢する。よって、ばねユニット
１０Ａは、伸長方向に弾性力Ｆ（図６に矢印で示す）を付勢することにより、スライドプ
レート７２をスライドさせるアクチュエータとして機能する。
【００６２】
　図６（Ｂ）は、スライドプレート７２が固定ピン７３と固定ピン７５が略水平に対向す
る位置までスライドした状態（中間状態という）を示している。この中間状態では、ばね
ユニット１０Ａは略水平となる位置まで回転した状態となっている。この中間状態では、
スライドプレート７２のスライドにおいて、ばねユニット１０Ａに内設されたジグザグば
ね４０Ａ，４０Ｂは最も収縮された状態となっている。
【００６３】
　ところで、スライドプレート７２が閉状態からこの中間状態に至るまでの間は、ばねユ
ニット１０Ａは水平位置（中間状態の位置）よりも時計方向側に傾いた位置にあるため、
ばねユニット１０Ａが発生する弾性力Ｆの分力Ｆｘはスライドプレート７２を閉状態に戻
すＸ２方向に作用する（図６（Ａ）参照）。よって、スライドプレート７２に対するＸ１
方向への移動操作を中間状態に至る前に停止すると、スライドプレート７２はばねユニッ
ト１０Ａの発生する弾性力により閉状態に戻る。
【００６４】
　これに対し、中間状態よりも更にスライドプレート７２をＸ１方向にスライドさせると
、スライドプレート７２に対するばねユニット１０Ａによる弾性力の付勢方向は反転する
。即ち、スライドプレート７２が中間状態から開状態に至るまでの間は、ばねユニット１
０Ａは水平位置（中間状態の位置）よりも反時計方向側に傾いた位置にあるため、ばねユ
ニット１０Ａが発生する弾性力Ｆの分力Ｆｘはスライドプレート７２を開状態に付勢する
Ｘ１方向に作用する（図６（Ｃ）参照）。
【００６５】
　よって、中間状態よりもスライドプレート７２をＸ１方向にスライドさせると、その後
は操作を解除してもスライドプレート７２はばねユニット１０Ａの発生する弾性力により
自動的に開状態となる位置までスライドする。この開状態では、図８（Ａ）に示すように
固定筐体９１に対して移動筐体９２はＸ１方向にスライドした状態となる。
【００６６】
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　図９～図１１は、本発明の第２実施形態であるばねユニット１０Ｂを示している。
【００６７】
　図９は第２実施形態に係るばねユニット１０Ｂの分解斜視図であり、図１０はばねユニ
ット１０Ｂの正面を示す図であり、更に図１１はばねユニット１０Ｂの背面を示す図であ
る。また、図１０及び図１１において、（Ａ）は伸長した状態を示し、（Ｂ）は収縮した
状態を示している。尚、図９～図１１において、図１乃至図８に示した第１実施形態に係
るばねユニット１０Ａの構成と対応する構成については、同一符号を付してその説明を省
略する。
【００６８】
　前記した第１実施形態に係るばねユニット１０Ａは、第１及び第２のスライド部材２０
Ａ，３０Ａの内部に２個のジグザグばね４０Ａ，４０Ｂを収納した構成とした。これに対
して本実施形態に係るばねユニット１０Ｂは、第１及び第２のスライド部材２０Ｂ，３０
Ｂの内部に１個のジグザグばね４０を収納した構成としたことを特徴とするものである。
【００６９】
　本実施形態に係るばねユニット１０Ａは、ジグザグばね４０の取り付け端部４０ａが第
１のスライド部材２０Ｂに形成された第１のばね係止部２２に係止されると共に、取り付
け端部４０ｂが第２のスライド部材３０Ｂに形成された第２のばね係止部３２に係止され
る。また、第１のスライド部材２０Ｂには第１のばね収納部２８が形成されると共に第２
のスライド部材３０Ｂには第２のばね収納部３６が形成されており、組み立てられた状態
においてジグザグばね４０は第１のばね収納部２８と第２のばね収納部３６が形成する空
間内に収納される。
【００７０】
　更に、第１のスライド部材２０Ｂの本体部２４の両側には第１のスライドガイド部２５
が形成されると共に、第２のスライド部材３０Ｂの本体部３４の両側には第１のスライド
ガイド部２５とスライド可能に係合する第２のスライドガイド部３５が形成されている。
よって、本実施形態に係るばねユニット１０Ｂにおいても、座屈が発生しない通常の伸縮
動作時においては、ジグザグばね４０は各ばね収納部２８，３６の内壁から離間した状態
で伸縮動作する。
【００７１】
　本実施形態のように、内設されるジグザグばねの数を１つにした場合であっても、前記
した第１実施形態に係るばねユニット１０Ａと同様の作用効果を実現することができる。
また、第１及び第２のスライド部材内に収納するジグザグばねの数は１個又は２個に限定
されるものではなく、適宜選定することが可能である。また、複数のジグザグばねを配設
した場合には、第１実施形態に係るばねユニット１０Ａで設けた第１及び第２のスライド
部材の変形を防止する保持機構（第１及び第２の保持部２６，３３）を設けることが望ま
しい。
【００７２】
　尚、本実施形態では第２のスライド部材３０Ｂに凹部３８を形成し、第２のスライド部
材３０Ｂに対して第１のスライド部材２０ＢがＡ１方向に移動した際、第１のばね係止部
２２が凹部３８の内部に進入できるよう構成されている。この構成とすることにより、第
１及び第２のスライド部材２０Ｂ，３０Ｂのスライド距離（ストローク）を長くすること
が可能となる。
【００７３】
　以上、本発明の好ましい実施例について詳述したが、本発明は上記した特定の実施形態
に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において
、種々の変形・変更が可能なものである。
【符号の説明】
【００７４】
１０Ａ，１０Ａ　ばねユニット
２０Ａ，２０Ｂ　第１のスライド部材
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２２　第１のばね係止部
２４　本体部
２５　第１のスライドガイド部
２６　第１の保持部
２８，２８Ａ，２８Ｂ，３６，３６Ａ，３６Ｂ　ばね収納部
３０Ａ，３０Ｂ　第２のスライド部材
３２　第２のばね係止部
３３　第２の保持部３３
３４　本体部
３５　第２のスライドガイド部
４０，４０Ａ，４０Ｂ　ジグザグばね
７０　スライド機構
７１　ベースプレート
７２　スライドプレート
７３　固定ピン
７４，７６　軸支部
７７　ガイドレール
７８　ガイド部材
９０　電子機器
９１　固定筐体
９２　移動筐体
 
【要約】　　　（修正有）
【課題】ジグザグばねの座屈変形を確実に防止すると共に円滑な収縮動作を提供する。
【解決手段】第１のスライド部材20Aは、ジグザグばね40A,40BＢの一端部40aが係止され
る第１のばね係止部22と、ジグザグばね40A,40Bが装着される第１のばね収納部と、両側
部に形成された第１のスライドガイド部25とを有する。第２のスライド部材30Aは、ジグ
ザグばね40A,40Bの他端部が係止される第２のばね係止部32と、ジグザグばね40A,40Bが装
着される第２のばね収納部36A,36Bと、両側部に形成された第２のスライドガイド部35と
を有する。そして、第１及び第２スライド部25,35を係合することにより各スライド部材2
0A,30Aが相互にスライドする構成とし、かつジグザグばね40A,40Bが対向配置された各ば
ね収納部が形成する空間内で保持される。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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